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はじめに ㈱明菱について
会社紹介
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創立年月日 1958年5月1日
代表者名 柴田克平
資本金 4000万円
本社所在地 〒806-0004 福岡県北九州市八幡西区黒崎城石1番2号花尾ビル

TEL093-621-3434 FAX093-644-1100



グループ会社 オリオ精機㈱
1978年：㈱明菱傘下に

ロボットの部品を切削加工

主要材料は鋳鉄

「毎月14t」

の切削切子を排出！

それに伴い、ヘドロが！
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取り組みの背景

【商品開発の背景】
弊社企画管理グループ事業開発室は㈱明菱に新規事業を立ち上げ、第3の柱を樹立すべく活動を行って

きた。我々は、㈱明菱の樹脂製造と、オリオ精機㈱の金属加工産廃に注目し、双方のシナジー効果から生
み出される金属フィラーの開発に着手した。
オリオ精機㈱をはじめとする鉄切削加工業から産まれる産業廃棄物（切削ヘドロ）中に存在する

切粉微粒子を有価材料として利用するために、樹脂との混合から以下に示す3点の優位性を調査してきた。

① 放熱性の付与
② 導電性の付与
③ 電磁波吸収性の付与

【本事業のの取り組み】
(公財)福岡県リサイクル総合研究事業化センター研究開発課の皆様と共に
市場調査から技術の確立に至るまで、事業化の可能性を模索した。
上記3点の特長から特に、電磁波吸収性能をもつフィラーの製造販売を事業化の対象として

今回取り組んでまいりました。



目的

 蒸気加熱を用いて、粒子表面をマグネタイトでコーティングを行い、最適な電磁波吸収用
フィラー（樹脂に混ぜて機能性を付与する添加剤）を作成し、十分な機能性を調査する事。

① 量産試験による管理基準の確立

② 原価計算

・外部委託先との製造時間検証及び分級装置の選定

・材料供給元の確保

③ 粉体の性能評価＆電磁波関連データの取得



実験
 基準範囲・熱処理条件の確立



実験
 樹脂と黒錆との強度の関係 九州工業大学 協力

 黒錆の表面処理 九州工業大学 協力



実験
 その他の実験

〇 各社排出元産廃の使用可不可調査

〇 歩留まり向上の為の解砕試験

〇 作業手順確立、作業時間調査

 マグネタイト被覆状態の確認



評価方法

〇 粉体そのものの評価

１、表面観察 ⇒ SEM

２、成分分析 ⇒ 蛍光Ｘ線、Ｘ線回折

３、粒度 ⇒ 粒度分布測定機

４、真比重 ⇒ ピクノメーター法

５、比表面積 ⇒ 空気浸透法

６、かさ密度 ⇒ AD測定機

７、アスペクト比⇒ Particle Shape Image Analyzer

〇 粉末の特性

１、透磁率 ⇒ VSM法

２、電気抵抗率 ⇒ 粉体抵抗測定



原価計算

製造原価 1552円/kg ⇒最終目標 数百円/kg

【内訳】

材料費 原料仕入れ代（＋送料）

加工費 過熱水蒸気

分級 (＋送料)

粉砕

分級（＋送料）

分析 表面SEM写真

成分分析

粒度分布（＋発送料）等

備品（作業用品費）

その他

歩留まり率 (50%にて計算)



電磁波吸収性能
【フェライトヨーク法】 東北大学大学院工学研究科 協力

〇複素透磁率ピークと含有量の関係

＜サンプル条件＞

測定用材料組成

DSフィラー：23vol%

PS：77vol%

PS-000（帝国インキ製樹脂）で

シート成形

シート厚さ240μm

＜測定条件＞

方法：フェライトヨーク法

透磁率特性：キーコム製透磁率特性装置

測定治具タイプ : G治具

測定周波数 : 0.1 GHz～20 GHz

IF Band Width : 500 Hz

Power : -10 dBm

Average : 5 times



電磁波吸収性能

【縦型フリースペース法1～18GHz】

〇シート厚さと電磁波吸収特性 岡山県工業技術センター ITCOp 協力

＜サンプル条件＞

・DSK70wt%＋ゴム母材30wt%

・サイズ：200×200mm

厚さ t 1.0、1.5、2.0

2.5、3.5mm

＜測定条件＞縦型にて測定（下図参照）



電磁波吸収性能
【横型フリースペース法18～90GHz】 京都府中小企業技術センター 協力

〇シート厚さと電磁波吸収特性

＜サンプル条件＞

・DSK70wt%＋ゴム母材30wt%

・サイズ：200×200 mm

・厚さ

サンプル① t 1.033 mm

サンプル② t 1.431 mm

サンプル③ t 1.084 mm

・体積抵抗率(Ω・cm)

サンプル① 未測定

サンプル② 8.04E+05

サンプル③ 9.53E+05

＜測定条件＞

Kバンド(18～26.5GHz)

Kaバンド（26.5～40GHz）

Uバンド（40～60GHz）

Eバンド（60～90GHz）

・横型にて測定（右図参照）



ターゲット市場
周波数

電波利用分野

当社製品の対応領域

100 kHz 10 MHz 100 MHz 1 GHz 10 GHz

低周波磁界ノイズ

WPC

EMC関連（VCCI、FCC）

NFC-RFID

VHF
UHF

無線LAN（2.4 GHz～5.2 GHz）UHF-RFID
：既存領域

：新規・成長領域

当社製品の対応領域（1～80 GHz）

ETC（5.8GHz）

ミリ波レーダー
（10 GHz～100 GHz）

既存携帯電話（800MHz～3GHz） 5G（27 GHz～29.5 GHz）5G（3.7GHz～4.5 GHz）

100 GHz



広報活動

幕張メッセ開催 高機能金属展
２０１９年１２月４日～６日

化学工業日報新聞
２０１９年 ９月１０日 掲載
２０１９年１１月２５日 掲載
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今後の課題

〇重要課題
【品質向上】
・成分値の安定化の取り組み

・高周波での更なる電磁波吸収特性の向上

【コストダウン】
・歩留まり向上および作業効率UP

・製品検査にかかるコストダウン

【マーケティング】
・商社を利用した用途展開、お客様リサーチ
展示会への出展

・特許出願戦略

〇解決方針

⇒ 成分値に関しては、過熱水蒸気処理で安定しているが、
黒錆被覆量の制御が可能かを試験する必要が有

⇒ 東北大学の協力を得る。

⇒歩留まりの向上は解砕技術に因る為、試験を行い可能性
の有無を検討する。

⇒極力、市や県の工業試験場を利用する。
また、ロット単位を大きくしていくことを検討する

⇒商社を足掛かりにマーケットの深堀を行う。

⇒特許出願済



おまけ（製品の特長）


